
3 記録を考察してまとめる 

保育を振り返る～お砂が出てこないよ～ 3歳児 福岡市立金武幼稚園   
＜主題＞主体的な遊びの中で「科学する心」を育む保育の在り方～砂・土・水との触れ合いを中心に～ 
＜きっかけ＞４・５歳児がペットボトルで水をくんでいるのを見て、真似をする姿がある。汲んだ水は地面に流し、
汲みに行き、また流し…と繰り返している。容器に水を入れたり出したりすることが楽しいようである。また、５
月後半に砂場の砂の量を増やしたことで砂を手で触り感触を楽しんだりごちそう作りをしたりと遊びの中で砂と関
わる姿がより多く見られるようになった。この事例は、登園準備が終わり、砂場に来たＡ児が近くにあった２リッ
トルペットボトルに砂を入れ始めたことがきっかけだった。 

＜考察＞  ○環境構成について ☆保育者の援助について  
○ 幼児が遊びに使えるように大きなタライに水をため、ペットボトルを十分に準備したことで、砂や水の素材
でじっくりと遊ぶことができた。ペットボトルを２つ使えたことで、Ａ児が水と砂の素材を比較するきっか
けが生まれ違いを感じることができた。 

☆ 遊びの始めに承認の声かけを行ったことで、子どもの心は安心・安定しじっくりと遊ぶ姿が見られた。 
☆ 砂が出てこないＡ児の不思議を大切にしながら、砂や水に興味をもって遊んでほしいと考え、共感の援助を
中心に行った。共感することでＡ児が感じていた不思議はより深いものになり、没頭して砂に向き合ってい
た。 

☆ 水と砂の違いにＡ児自身が気付いてほしいという願いから水の出るスピードを指で示し意識が向けられるよ
うに声をかけた。“水の速さ”という新たな気付き、水に対する新たな興味に繋がった。 

＜学びの姿＞・直前に砂が簡単に出てこなかったことで、水の出方はより速く感じられ、いつも何気なく遊ん
でいた水に対する新たな気付きや面白さを感じたようだ。 
・砂と水の出方が比較されたことで、水と砂の質の違いや性質について経験を通して学んでいる。 

記録した子どもの姿を基に、右の①～④にあるように、園の主題を踏まえ、園の知りたいことに沿ってまとめ、
事例にしています。分析・考察の観点が明らかになっているので、主題に繋がる子どもの体験している内容や
変容を把握することが期待できます。また、まとめ方の工夫により、園内で事例の共有が図りやすくなります。 

科学する心に向う 
幼児の心の動き 環境構成 保育者の援助 保育者の読み取りと願い   幼児の言動 

ペットボトルは遊びの中で水
くみとして使うことが多いが
Ａ児は「砂を入れてみたい」
という思いになっている。身
の回りにある素材に興味を
もって遊んでほしい。 

水と同じ動作をしても出てこ
ないことが不思議なＡ児。
ペットボトルを持ち上げてい
るのは、水を流す時に持ち上
げていた経験から同じように
したのだろう。  
横にしたり斜めにしたりしな
がらどうしたら砂が出てくる
のか一生懸命に試行錯誤し、
工夫をしている。この工夫を
認めながら幼児と一緒に不思
議を味わいたい。 

②保育者の読
み 取 り （ 分
析）が、主題
に迫るものに
なっています。 
③子どもの姿
に寄り添った
読み取りをし
ています。 

④主題に返る
視点をもって
考察していま
す。 
子ども側の視
点と保育者の
視点から考察
しています 

①遊びの展開
を園の主題に
沿って５つの
項目で分かり
やすくまとめ
ています。 

ぺットボトルの中に砂を入れていくＡ児。ふと側を見ると、
２Ｌペットボトルが１つ落ちている。いったん、砂を入れ
るのをやめ、落ちていたペットボトルを手に取ると、水場
に向かった。砂を入れたいな。 

幼児が自由に水で遊
ぶことができるよう
に水場の水を増やし、
ペットボトルなどの
水汲み用の用具を十
分に準備する。 

Ａ児は保育者の声をうけ、砂の入ったペットボトルに再び砂
を入れ始め、半分の高さになるまで砂を入れた。 

さっき砂を入れている途中
だったペットボトルと半分水
を入れたペットボトルを保育
者に見せたＡ児。「お水も」
と言っているところから砂と
水の２つの素材が違うことに
意識をしているようだ。砂と
水、２つの素材の違いに興味
をもったり感じたりしてほし
い。 

砂の入ったペットボトルを逆さにして砂を出そうとし始め
る。ペットボトルを持ち上げながらななめにしたＡ児だが、
砂は出てこない。 次に横にしてみた。砂は出てこない。そ
の後も反対の横・ななめとＡ児なりに角度を変えてみてい
るのだが、砂が出てこないことに「あれ？」とつぶやきな
がら不思議そうにしている。 

あれ？出ない。 先生これやった
ら（ペ ットボトルを下にしてい
るのに） 出らんよ！ほら！ 

お水持って
きました！ 

素材の違いに目が向
け ら れ る よ う に
「こっちはお砂、
こっちはお水が入っ
ているんだね」と声
をかける。（心の安
心・安定）   

保育者も逆さにして
「本当だー出てこな
いね」とＡ児の思い
を体験し共感する。 

幼児の工夫を認めな
が ら 「 出 て こ な
い？」と聞き、不思
議な気持ちに共感す
る。 
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4章 記録を活かす 


